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児童養護施設における心理職の生活支援への
参加に関する調査




















































































N 185 188 




N 102 103 
n.s 
％ 49.8％ 50.2％ 
中舎 
N 44 37 
％ 54.3％ 45.7％ 
小舎 
N 37 42 




N 63 67 
n.s 
％ 48.5％ 51.5％ 
3～5 年 
N 64 60 
％ 51.6％ 48.4％ 
6 年～ 
N 57 57 




N 79 11 
p＜.001 
％ 87.8％ 12.2％ 
なし 
N 106 174 




N 127 84 
p＜.001 
％ 60.2％ 39.8％ 
非常勤 
N 57 97 




N 95 121 
p＜.05 
％ 44.0％ 56.0％ 
なし 
N 90 67 





















































































表 2 生活支援の実施と心理療法の手法の関係 
基本的な手法 生活支援 N 平均値 標準偏差 ｔ検定 
来談者中心療法 
する 185 4.08 .98 
n.s 
しない 187 3.98 .99 
力動的精神療法 
する 185 2.91 1.31 
p＜.001 
しない 187 3.41 1.20 
行動療法 
する 185 2.93 1.14 
p＜.001 
しない 187 2.55 1.11 
認知行動療法 
する 185 2.94 1.14 
p＜.05 
しない 187 2.67 1.16 






もらった。その結果，「はい」が 85 名（22.8％），「いいえ」が 99 名（26.5%），「わからな
い」が 178 名（47.7％），無回答が 11 名（2.9％）であり，賛成と反対がほぼ同数で，全
図⚑ 「心理職は生活指導に参加したほうがいいか」への回答（全体)












































づくりに役立つ（5 件），という 5 カテゴリーにまとめられた。 
 
 
表 3 生活指導の参加に「賛成」の理由 


























・ 日常の様子をみることで CW と連携しやすくなる 
・ 子どもの様子を CW と共有しやすい 













































生活指導への参加に反対する理由（全 62 件のうち分類不能だった 1 件を除く 61 件）
表 4 にまとめた。KJ 法の結果，①心理療法の枠を守る（20 件），②心理療法場面と区別が
つかずに子どもが混乱する（9 件），③ケアワーカーと心理職の役割を明確にする（16 件），
④心理職の立場を活かして部分的に参加する（16 件），の 4 カテゴリーに分けられた。 
 
 
表 4 生活指導の参加に「反対」の理由 
 カテゴリー N 記述例 






























































































表 5 生活指導に参加したほうがよいか「わからない」理由 

















・ CW の力量や資質によって心理職への期待が異なる 
・ 施設の在り方や心理職の位置づけによって変わる 
・ 施設の文化，風土にもよるので一概に言えない 
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